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研究成果の概要 

本課題は豊富な非可食の植物資源から分解・再利用可能な高分子機能材料の開発、特に高性

能分子触媒による精密重合（オレフィンメタセシス重合とタンデム水素化、ポリマー末端の定量的な

能基化）を基盤とする高分子機能材料の開発とポリマーの選択的な結合切断と高効率物質変換を

基盤とするファインケミカルズの合成手法の開発に関する。2022 年度は 2021 年度の成果を基盤

に研究に取り組み、以下の主要な成果を得た。 

(1) 植物油とグルコースから誘導される両末端にオレフィン二重結合を有する対称型のジエステル

を構成単位とする非共役ジエンモノマーにおいて、イオン性液体中でのルテニウム触媒による非

環式ジエンメタセシス（ADMET）重合とつづくタンデム水素化手法、またはモリブデン触媒による重

合手法により、従来手法より高分子量ポリマーの合成が可能となった（数平均分子量で 45,000-

50,000、既報は 1 万程度）。フィルムの引張特性（引張強度や破断伸び）への分子量効果が顕著

に現れ、特にモリブデン触媒で合成した数平均分子量が 45,000 以上の（10-ウンデセン酸とイソソ

ルビドとのジエステルからなる）ポリマーでは、汎用材料より優れたフィルム特性を示した。 

(2) ポリエステルのアルコール分解（トランスエステル化）を進行させる高性能触媒群（酸化カルシ

ウム触媒、ランタン錯体触媒やチタン錯体触媒）を開発した。この種の触媒では、PET も含めた各

種ポリエステルの分解が可能で、酸・塩基フリー条件下、アルコールと混合・加熱により、定量的な

選択率でモノマーに変換できる。チタン触媒では、市販の脂肪族ポリエステル、ポリ（ブチレンアジ

ペート）、とエタノールとの反応でモノマーに分解後、再びエタノールを留去しながら重縮合が可能

で、分解・再重合の前後で分子量変化は見られなかった（Closed Loop One Pot Depolymerization, 

Re-polymerization）。 
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